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揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
資
料
的
価
値
に
対
す
る
左
思
の
評
価

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
資
料
的
価
値
に
対
す
る
左
思
の
評
価
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左
思
（
二
五
三
〜
三
〇
七
、
字
は
泰
沖

（
1
）

）
は
「
三
都
賦
」
執
筆
の
際
、
先
行
す
る
漢
賦
の
虚
飾
性
を
批
判
し
、
文
献
資
料
に
よ
っ
て
裏

付
け
ら
れ
た
表
現
を
標
榜
し
て
い
る

）
2
（

。

「
三
都
賦
」
は
「
蜀
都
賦
」、「
呉
都
賦
」、「
魏
都
賦
」
の
三
篇
か
ら
な
る
。
こ
の
三
篇
を
個
別
に
論
考
の
対
象
と
し
た
先
行
研
究
は
国
内

で
は
狩
野
直
禎
氏
の
も
の
が
あ
る
。
狩
野
氏
は
「
蜀
都
賦
」
を
取
り
上
げ
、
蜀
都
賦
の
内
容
と
各
文
献
の
記
録
、
地
域
の
伝
承
と
の
関
連

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
献
資
料
の
み
な
ら
ず
蜀
地
の
自
然
環
境
に
も
注
目
し
、「
蜀
都
賦
」
の
叙
述
の
信
憑
性
を
論
じ
て
い
る

（
3
）

。

中
国
で
は
最
近
呉
明
賢
氏
が
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
と
左
思
の
「
蜀
都
賦
」
を
比
較
し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る

（
4
）

。
呉
氏
に
よ
れ
ば
、

揚
雄
と
左
思
の
両
者
は
、
と
も
に
蜀
地
の
風
物
を
列
挙
す
る
た
め
に
「
蜀
都
賦
」
を
創
作
し
て
い
る
。
し
か
し
揚
雄
が
司
馬
相
如
の
荘
重

で
美
麗
な
作
風
を
模
倣
し
真
摯
に
郷
里
の
土
風
を
描
こ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
左
思
は
晋
王
朝
の
統
治
に
よ
る
天
下
の
安
定
を
願
い
晋
王

朝
を
頌
揚
す
る
た
め
に
「
三
都
賦
」、
こ
こ
で
言
う
「
蜀
都
賦
」
を
創
り
だ
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
筆
者
が
左
思
の
「
蜀
都
賦
」
に
引
か
れ
る
文
献
資
料
の
出
典
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
表
現
を
祖
述
す
る
例
が
多
数
み
ら
れ
た
（
後
掲
【
表
Ａ
】
参
照
）。
揚
雄
は
『
太
玄
経
』、『
方
言
』、『
法
言
』
な
ど
の
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著
述
を
も
っ
て
学
者
・
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
、
賦
の
作
者
と
し
て
も
名
を
成
し
、
そ
の
作
品
は
修
辞
を
多
用
す
る
漢
賦
の
作
風

を
最
も
顕
著
に
表
し
て
い
る
。
事
実
左
思
は
「
三
都
賦
」
序
文
に
お
い
て
虚
飾
に
流
れ
る
漢
代
賦
の
作
者
の
一
人
と
し
て
揚
雄
の
名
を
挙

げ
て
い
る

（
5
）

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
左
思
は
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
を
情
報
源
と
し
て
自
己
の
「
蜀
都
賦
」
作
成
に
活
用
し
て
い
る
。
小
論
で
は

こ
の
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
と
左
思
の
蜀
都
賦
を
比
較
し
た
呉
氏
の
論
か
ら
本
研
究
で
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
左
思
が
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」

に
認
め
た
資
料
的
価
値
の
性
質
を
考
察
し
、「
三
都
賦
」
創
作
時
の
文
献
資
料
の
選
択
と
資
料
に
寄
せ
る
信
頼
の
在
り
方
を
観
た
い
。

揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
の
特
徴
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
第
一
節
で
は
宮
廷
文
人
と
し
て
揚
雄
が
賦
を
創
作
し
た
状
況
を
述
べ
る
。
併
せ

て
「
蜀
都
賦
」
を
除
く
揚
雄
の
他
の
賦
作
と
、
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
創
作
動
機
の
相
違
を
整
理
し
、
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
性
質
を
明
確
に

す
る
。
続
く
第
二
節
で
は
左
思
の
「
三
都
賦
」
に
お
け
る
揚
雄
蜀
都
賦
の
引
用
例
を
具
体
的
に
例
示
し
、
左
思
が
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
に
対

し
史
書
、
あ
る
い
は
地
方
志
と
同
列
の
価
値
を
認
め
て
い
た
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
と
類
似
す
る
記
述
の
あ
る
文

献
の
性
質
を
見
れ
ば
左
思
が
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
に
見
出
し
て
い
た
資
料
的
価
値
の
性
質
を
看
取
で
き
る
で
は
な
い
か
。

第
一
節　

宮
廷
文
人
と
し
て
の
揚
雄
の
賦
創
作
群
と
「
蜀
都
賦
」
の
差
異

ま
ず
は
、
揚
雄
が
残
し
た
賦
の
創
作
情
況
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
揚
雄
は
郷
里
、
成
都
に
あ
っ
て
「
蜀
都
賦
」
を
制
作
し
て
い
る
（
「
蜀

都
賦
」
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
そ
の
後
四
十
二
歳
に
な
っ
た
揚
雄
は
長
安
へ
出
て
勅
命
を
受
け
元
延
二
年
（
前
一
一
）
成

帝
の
甘
泉
行
幸
に
随
行
し
た
。
こ
の
時
の
状
況
を
も
と
に
「
甘
泉
賦
」
を
献
じ
、
同
年
に
「
河
東
賦
」、「
羽
猟
賦
」
を
、
翌
年
に
「
長
楊
賦
」

を
書
い
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
四
作
品
は
揚
雄
の
賦
作
の
代
表
的
な
作
品
で
、
後
漢
に
制
作
さ
れ
た
長
編
都
城
賦
、
班
固
の
「
両
都
賦
」
や

張
衡
の
「
二
京
賦
」
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

揚
雄
の
作
品
と
し
て
挙
げ
た
こ
れ
ら
四
つ
の
賦
作
は
、
全
て
序
文
が
付
さ
れ
創
作
動
機
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
甘
泉
賦
」
は
甘
泉
宮

で
執
り
行
わ
れ
た
祭
祀
の
情
景
を
叙
述
し
、「
奏
甘
泉
賦
以
風
（
甘
泉
賦
を
奏
し
以
て
風
）
」
し
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
（
『
文
選
』
巻
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七
「
甘
泉
賦
」
序
）
創
作
に
至
る
経
緯
と
意
図
は
「
河
東
賦
」
に
も
共
通
す
る

（
6
）

。「
羽
猟
賦
」
は
豪
奢
な
狩
り
を
目
の
当
た
り
に
し
た
揚

雄
が
「
以
風
之
」
せ
ん
と
し
（
『
文
選
』
巻
七
「
甘
泉
賦
」
序
）、「
長
楊
賦
」
も
「
羽
猟
賦
」
と
全
く
同
じ
状
況
で
の
創
作
で
あ
っ
た
（
『
文

選
』
巻
九
「
長
楊
賦
」
序
）。
つ
ま
り
揚
雄
が
残
し
た
宮
廷
生
活
を
描
い
た
賦
作
は
政
治
と
強
く
結
び
つ
い
た
動
機
が
存
在
し
て
い
た
。

以
上
の
四
作
品
の
場
合
は
諷
諫
を
意
図
し
た
創
作
で
あ
る
と
揚
雄
は
述
べ
る
も
の
の
、
成
帝
の
臣
下
と
し
て
直
接
的
な
政
治
批
判
は
難

し
い
。
四
篇
の
創
作
は
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
制
作
前
後
の
状
況
（
「
甘
泉
賦
」
が
詔
勅
を
う
け
た
創
作
だ
っ
た
こ
と
、「
河
東
賦
」
も

臣
下
と
し
て
祭
祀
に
同
行
し
た
上
で
の
賦
作
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
）
か
ら
為
政
者
の
た
め
の
文
学
行
為
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
ま

た
、「
諷
諫
」
と
は
一
種
の
名
目
で
あ
っ
て
、
実
際
の
創
作
目
的
は
盛
大
な
祭
祀
や
狩
り
の
主
宰
者
で
あ
る
皇
帝
た
ち
へ
の
賛
辞
で
は
な

い
か
。
左
思
「
三
都
賦
」
序
に
見
え
る
「
揚
雄
賦
甘
泉
而
陳
『
玉
樹
青
葱
』（
揚
雄
甘
泉
を
賦
し
て
『
玉
樹
青
葱
』
た
る
を
陳
ぶ
）。」
の

一
句
は
「
甘
泉
賦
」
に
見
え
る
虚
偽
に
対
す
る
批
判
の
言
で
あ
る
。
例
え
ば
「
玉
樹
」
は
長
安
に
は
存
在
し
な
い
（
玉
の
葉
を
つ
け
る
樹

木
は
そ
も
そ
も
こ
の
世
に
は
な
い
）。
揚
雄
は
こ
う
し
た
虚
飾
と
も
言
う
べ
き
瑞
祥
を
祭
祀
の
場
に
ち
り
ば
め
、
皇
帝
た
ち
の
祭
礼
を
祝

福
し
た
。『
漢
書
』
揚
雄
伝
に
記
さ
れ
る
通
り
、
揚
雄
の
作
品
の
う
ち
「
甘
泉
賦
」、「
河
東
賦
」
は
皇
帝
の
命
に
よ
る
創
作
行
為
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
賦
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
、
壮
麗
な
郊
祀
を
嘉
す
る
天
意
の
存
在
の
演
出
は
、
祭
祀
の
主
体
者
で
あ
る
皇
帝
に
向
け
る
頌
歌
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
揚
雄
は
皇
帝
お
抱
え
の
宮
廷
文
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
「
甘
泉
賦
」、「
河
東
賦
」、「
羽
猟
賦
」、「
長
楊
賦
」
を

制
作
し
た
の
で
あ
る
。

揚
雄
の
出
仕
後
に
作
ら
れ
た
賦
四
作
品
の
創
作
動
機
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
で
は
こ
れ
ら
四
作
品
と
蜀
国
の
風
土
を
詠
っ
た

「
蜀
都
賦
」
と
は
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
。

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
創
作
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
揚
雄
の
「
答
劉
歆
書
」
中
に
「
県
邸
銘
」、「
玉
佴
頌
」、「
階
闥
銘
」、「
成
都
四
隅
銘
」
を
創
り
、

こ
れ
が
郎
官
で
あ
っ
た
楊
荘
に
よ
り
献
上
さ
れ
揚
雄
が
取
り
立
て
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
あ
り

（
7
）

、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
作
品
が
い

ず
れ
も
蜀
地
の
景
物
を
詠
う
内
容
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
「
蜀
都
賦
」
も
揚
雄
の
在
郷
時
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
8
）

。「
蜀

都
賦
」
が
揚
雄
の
出
仕
以
前
、
在
郷
時
の
作
品
と
す
れ
ば
、
宮
廷
文
人
と
し
て
制
作
さ
れ
た
先
の
四
作
品
と
は
自
ず
と
性
格
を
異
に
す
る
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で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
先
の
四
作
品
は
序
文
に
よ
っ
て
創
作
動
機
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、「
蜀
都
賦
」
だ
け
は
序
文
が
な
い
。
揚
雄
が
宮
廷

に
お
い
て
創
り
出
し
た
賦
作
群
と
は
異
な
り
、「
蜀
都
賦
」
創
作
に
お
い
て
皇
帝
の
存
在
に
関
す
る
配
慮
は
殆
ど
な
か
っ
た
と
判
断
で
き

よ
う
。

揚
雄
の
文
学
行
為
に
対
す
る
態
度
も
時
期
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
青
年
期
の
揚
雄
は
司
馬
相
如
に
あ
こ
が
れ
こ
れ
を
模
範

と
し
て
賦
作
を
行
い
つ
つ
も
、
屈
原
の
身
の
上
に
悲
憤
慷
慨
し
「
反
離
騒
」
を
岷
山
か
ら
江
水
に
投
じ
、
以
下
次
々
と
「
離
騒
」
に
ま
つ

わ
る
文
を
書
く
な
ど
、
実
に
多
様
な
文
学
創
作
を
行
っ
て
い
た
。
漢
賦
は
皇
帝
を
は
じ
め
と
し
た
為
政
者
の
要
求
を
創
作
動
機
と
す
る
の

が
常
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
揚
雄
が
慕
っ
た
司
馬
相
如
は
「
子
虚
賦
」
制
作
時
、
梁
王
の
身
辺
に
侍
す
る
文
人
集
団
の
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
司
馬
相
如
は
世
に
出
た
当
初
か
ら
既
に
皇
帝
を
は
じ
め
と
す
る
権
力
者
を
読
者
と
し
て
想
定
し
た
賦
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
だ
が
こ
れ
に
対
し
揚
雄
は
蜀
に
い
た
段
階
で
は
権
力
者
に
仕
え
た
形
跡
は
な
い
。
む
し
ろ
揚
雄
は
吃
音
辟
が
あ
っ
た
せ
い
で
弁
舌

さ
わ
や
か
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
学
問
を
好
み
、
意
に
添
わ
な
け
れ
ば
富
貴
の
人
に
も
仕
え
な
か
っ
た
。『
漢
書
』
巻
揚
雄
伝
に

も
「
非
其
意
、
雖
富
貴
不
事
也
。（
其
の
意
に
非
ざ
れ
ば
、
富
貴
と
雖
も
事
え
ざ
る
な
り
）
」
と
あ
る
。
蜀
に
い
た
頃
の
揚
雄
の
態
度
に
見

ら
れ
る
の
は
、
名
利
に
対
す
る
欲
で
は
な
く
純
粋
に
学
問
と
文
学
に
取
り
組
む
姿
で
あ
る
。

揚
雄
が
成
都
に
い
た
頃
に
次
々
と
作
り
だ
し
た
文
学
作
品
同
様
、「
蜀
都
賦
」
創
作
も
ま
た
宮
中
行
事
を
描
い
た
後
の
四
作
品
と
異
な

り
、
蜀
都
、
成
都
の
実
情
の
叙
述
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
を
都
城
賦
の
最
初
の
作
品
で
あ
る
と
す
る
指
摘

が
郭
維
森
、
許
結
両
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る

（
9
）

。
両
氏
は
前
漢
末
の
社
会
的
混
乱
に
よ
っ
て
中
原
の
都
市
で
は
な
く
平
穏
を
保
っ
て
い

た
周
辺
地
域
の
都
市
が
文
学
表
現
の
対
象
と
な
っ
た
点
に
着
目
し
て
い
る
が
、
郭
氏
と
許
氏
の
説
を
踏
ま
え
て
み
れ
ば
、
揚
雄
に
よ
る

「
蜀
都
賦
」
創
作
も
諷
諫
や
王
権
の
頌
揚
に
結
び
つ
い
た
動
機
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
前
に
更
に
重
要
な
点
は
成

都
と
周
辺
の
景
物
の
叙
述
を
主
題
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
に
は
政
治
思
想
に
ま
つ
わ
る
思
想
を
表
出
す
る
直

接
的
な
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
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第
二
節　

左
思
「
蜀
都
賦
」
に
見
る
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
踏
襲

揚
雄
は
蜀
の
出
身
で
あ
り
、
蜀
地
の
事
物
の
描
写
の
際
に
は
当
地
の
実
情
・
事
実
に
即
し
た
叙
述
を
為
し
得
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
前
節
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
は
仕
官
後
の
賦
四
篇
と
は
創
作
背
景
も
作
品
内
容
も
性
格
を
異
に
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
左
思
は
把
握
し
て
い
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
の
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
持
つ
特
徴
を
左
思
は
自
ら
の
作
品
に
ど

の
よ
う
に
し
て
反
映
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
左
思
「
三
都
賦
」
三
篇
中
に
見
え
る
揚
雄
の
著
作
・
作
品
の
引
用
件
数
を
【
表
Ａ
】
と
し
て

整
理
し
た
。（
『
文
選
』
胡
刻
家
本
を
底
本
と
し
、
劉
逵
注
と
李
善
注

）
10
（

が
左
思
に
よ
る
引
用
を
指
摘
す
る
揚
雄
の
作
品
を
挙
げ
た
。）

【
表
Ａ
】「
三
都
賦
」
に
お
い
て
援
用
さ
れ
た
揚
雄
の
作
品
、
著
作
名
と
引
用
件
数
一
覧
（
本
研
究
で
は
『
文
選
』
胡
刻
家
本
を
底
本
と
し
、

劉
逵
注
と
李
善
注
が
引
用
を
指
摘
す
る
揚
雄
の
作
品
を
挙
げ
た
。）

こ
の
【
表
Ａ
】
を
見
る
限
り
「
三
都
賦
」
三
篇
に
お
け

る
揚
雄
の
作
品
か
ら
の
引
用
の
中
で
「
蜀
都
賦
」
か
ら
の

も
の
が
最
多
で
十
四
件
、
そ
の
う
ち
十
二
件
が
左
思
の

「
蜀
都
賦
」
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
左

思
に
先
行
す
る
班
固
の
「
両
都
賦
」、
張
衡
の
「
二
京
賦
」

は
都
で
あ
る
長
安
と
洛
陽
を
比
較
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、「
甘
泉
賦
」
の
引
用
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
宮

廷
内
の
壮
麗
な
宮
殿
の
造
り
、
上
林
苑
内
に
現
れ
る
瑞
祥

合　

計

三都賦
　
　

揚
雄

左
思

魏
都
賦

呉
都
賦

蜀
都
賦

2 2 0 0 反離騒

9 7 0 2 甘泉賦

3 0 2 1 羽猟賦

4 2 1 1 長楊賦

14 1 1 12 蜀都賦

4 3 1 0 解嘲

1 0 1 0 答劉歆書

2 1 0 1 太玄経

2 0 1 1 法言

2 1 0 1 州箴

8 0 7 1 方言

2 1 0 1 蜀王本紀

2 1 1 0 官箴

55 19 15 21 合計
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な
ど
、
皇
帝
権
力
を
誇
示
す
る
場
面
に
お
い
て
「
甘
泉
賦
」
の
表
現
内
容
を
典
故
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
劉
逵
と
李
善
の
注
は
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
ば
か
り
で
な
く
他
の
文
献
か
ら
の
引
用
や
記
述
内
容
の
一
致
を
指
摘
し
て
い
る
。
両

注
が
指
摘
す
る
こ
の
よ
う
な
資
料
の
性
質
を
考
慮
す
る
こ
と
で
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
を
引
用
し
た
左
思
の
意
図
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
筆
者
は
地
方
の
実
情
を
文
献
で
調
査
し
作
品
中
に
織
り
込
ん
だ
と
い
う
「
三
都
賦
」
序
の
文
言
を
踏
ま
え
、
史
書
の
記

述
と
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
表
現
と
の
重
複
に
注
目
し
た
。
こ
こ
で
言
う
史
書
と
は
『
隋
書
』
経
籍
志
の
史
部
に
属
す
る
典
籍
で
あ
る
（
『
隋

書
』
経
籍
志
史
部
は
さ
ら
に
細
か
い
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
史
部
全
体
を
調
査
対
象
と
し
た
）。

次
の
【
表
Ｂ
】
に
、
左
思
の
「
蜀
都
賦
」
中
に
お
け
る
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
引
用
が
見
ら
れ
る
箇
所
を
挙
げ
た
。「
Ⅰ
」
は
、
左
思
「
蜀

都
賦
」。「
Ⅱ
」
は
、
左
思
が
依
拠
し
た
も
の
と
劉
逵
・『
文
選
』
李
善
注
が
指
摘
す
る
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
一
節
。「
Ⅲ
」
は
、
左
思
賦
の

当
該
箇
所
に
お
い
て
揚
雄
賦
以
外
に
左
思
が
依
拠
し
た
も
の
と
し
て
劉
逵
・
李
善
注
が
指
摘
す
る
史
書
で
あ
る
。

【
表
Ｂ
】
左
思
「
蜀
都
賦
」
中
の
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
引
用
箇
所
と
引
用
の
内
容
を
補
強
し
得
る
文
献
一
覧

番
号

Ⅰ 

引
用
箇
所
本
文

Ⅱ 
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
引
用
箇
所

Ⅳ 

同
一
箇
所
に
出
典
が
指
摘
さ
れ
る
史
書

１

帯
二
江
之
双
流
、
抗
峨
眉
之
重
阻
。
両
江
珥
其
前
、
九
端
帯
其
流
。

『
漢
書
』
地
理
志
（
劉
逵
注
）

２

其
間
則
有
虎
珀
丹
青
、
江
珠
瑕
英
。
於
近
則
有
瑕
英
菌
芝
、
玉
石
江
珠
。

『
博
物
志
』
巻
四
（
李
善
注
）

３

於
後
則
却
背
華
容
、
北
指
崑
崙
。

北
属
崑
崙
、
泰
極
涌
泉
醇
…
…
。

４

其
樹
則
有
木
蘭
梫
桂
、

櫹
椅
桐
、
被
以
桜
梅
、
樹
木
覧
。

５

爾
乃
邑
隠
賑
、
夾
江
傍
山
。

夾
江
縁
山
、
尋
卒
而
起
…
…
。

６

家
有
塩
泉
井
、
戸
有
橘
柚
之
園
。

西
有
塩
泉
鉄
冶
、
橘
林
銅
陵

『
漢
書
』
地
理
志
（
劉
逵
注
）

７

黄
潤
比
筒
、
籝
金
所
過
。

黄
潤
、
一
端
数
金
。

８

若
其
旧
俗
、
終
冬
始
春
。

爾
乃
其
俗
、
迎
春
送
冬
、
百
金
之
家
、
千
金
之
公
、
乾
池
泄
澳
、
観
魚
于
江
。
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９

若
夫
王
孫
之
俗
、
郤
公
之
倫
。

若
其
遊
魚
弋
、
郤
公
之
徒
…
…
観
者
方
隄

『
漢
書
』
貨
殖
伝
（
劉
逵
注
）

10

出
彭
門
之
闕
、
馳
九
折
之
坂
。

彭
門
嶋

、
岍
嵃
嵑

11

三
峡
之
崢
嶸
、
躡
五
屼
之
塞
滻
。

五
屼
参
差
、
湔
山
巌
巌
…
…

12

第
如
滇
池
、
集
于
江
州
。

分
流
並
注
、
合
乎
江
州
。

『
漢
書
』
項
羽
伝
（
劉
逵
注
）

　

左
思
の
「
蜀
都
賦
」
及
び
揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
に
お
け
る
叙
述
に
土
地
の
産
物
や
風
俗
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
程
度

蜀
地
の
固
有
性
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
書
の
な
か
で
も
蜀
地
域
の
特
性
に
関
す
る
記
録
と
の
比
較
に
よ
っ
て
そ
れ
を
明
瞭
に

で
き
よ
う
。

【
表
Ｂ
】
の
う
ち
二
つ
の
「
蜀
都
賦
」
の
描
出
す
る
蜀
地
域
の
固
有
性
が
史
書
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
例
を
、
以
下
挙
げ
た
い
。

【
例
１
】（
【
表
Ｂ
】
Ⅰ 

欄
２
）
蜀
地
に
産
す
る
貴
石
を
紹
介
す
る
場
面
で
あ
る
。

左
思
「
蜀
都
賦
」
其
間
則
有
虎
珀
丹
青
、
江
珠
瑕
英
。
金
沙
銀
礫
、
符
采
彪
炳
、
暉
麗
灼
爍
（
其
間
則
ち
虎
珀
丹
青
、
江
珠
瑕
英
有
り
。

金
沙
銀
礫
、
符
采
彪
炳
、
暉
麗
灼
爍
た
り
）。

こ
こ
で
左
思
が
名
を
挙
げ
る
「
虎
珀
」
と
は
琥
珀
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
例
の
う
ち
劉
逵
注
は
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
揚
雄

「
蜀
都
賦
」
中
の
瑕
英
、
江
珠
の
記
述
を
紹
介
す
る
。

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
於
近
則
有
瑕
英
菌
芝
、
玉
石
江
珠
（
近
き
に
お
い
て
は
則
ち
瑕
英
菌
芝
、
玉
石
江
珠
有
り
）。

揚
雄
の
「
蜀
都
賦
」
で
も
琥
珀
と
江
珠
に
つ
い
て
触
れ
る
。
左
思
の
「
蜀
都
賦
」
の
叙
述
は
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
を
引
き
写
し
た
か
の
よ

う
で
あ
る
。
な
お
劉
逵
注
も
『
文
選
』
李
善
注
も
指
摘
は
し
て
い
な
い
が
、
琥
珀
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
張
華
の
『
博
物
志
』
に
次
の

よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

博
物
志
神
仙
伝
云
、
松
栢
脂
、
入
地
千
年
、
化
為
茯
苓
、
茯
苓
化
為
琥
珀
。
琥
珀
一
名
江
珠
。
今
泰
山
出
茯
苓
而
無
琥
珀
、
益
州
永

昌
出
琥
珀
而
無
茯
苓
。
或
云
焼
蜂
巣
。
所
作
未
詳
此
二
説
（
『
神
仙
伝
』
に
云
う
、「
松
栢
の
脂
、
地
に
入
り
て
千
年
、
化
し
て
茯
苓
と
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為
る
、
茯
苓
化
し
て
琥
珀
と
為
る
」
と
。
琥
珀
一
の
名
は
江
珠
。
今
泰
山
茯
苓
出
で
て
琥
珀
無
く
、
益
州
の
永
昌
琥
珀
出
で
て
茯
苓
無

し
。
或
い
は
云
う
焼
蜂
巣
と
。
未
だ
此
の
二
説
詳
ら
か
な
ら
ざ
る
と
作
す
所
な
り
）。（
『
博
物
志
』
巻
四
）

　

『
博
物
志
』
に
引
く
「
神
仙
伝
」
に
よ
れ
ば
樹
脂
は
地
中
で
千
年
経
つ
と
茯
苓
と
な
り
、
そ
れ
が
琥
珀
な
の
だ
と
い
う
。
博
物
志
の
補

足
に
よ
れ
ば
益
州
（
蜀
国
）
の
永
昌
郡
（
蜀
の
南
西
部
）
で
は
琥
珀
が
採
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
泰
山
で
は
茯
苓
を
産
出
す
る
が
琥
珀

は
な
く
、
蜀
国
永
昌
県
で
は
茯
苓
は
出
な
い
も
の
の
琥
珀
が
出
る
。
こ
の
『
博
物
志
』
さ
ら
に
琥
珀
の
別
名
は
江
珠
で
、
左
思
と
揚
雄
の

「
蜀
都
賦
」
と
『
博
物
志
』
の
内
容
は
一
致
す
る
。『
博
物
志
』
の
編
者
、
張
華
は
完
成
し
た
「
三
都
賦
」
を
世
に
出
す
た
め
の
助
言
を
し

た
人
物
で
あ
る
。
張
華
の
博
覧
強
記
は
知
ら
れ
て
お
り
『
博
物
志
』
編
纂
も
学
術
的
知
識
の
集
成
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
揚
雄
「
蜀

都
賦
」
の
述
べ
る
琥
珀
の
存
在
は
、
西
晋
時
代
に
お
い
て
全
く
根
拠
の
な
い
非
科
学
的
な
創
作
で
は
な
か
っ
た
。

【
例
２
】（
【
表
Ｂ
】
Ⅰ 

欄
６
）
成
都
西
方
か
ら
封
域
の
中
心
部
分
に
あ
た
る
成
都
近
辺
の
盆
地
の
地
理
、
産
鉱
物
資
源
、
そ
の
他
の

産
物
を
紹
介
す
る
部
分
で
あ
る
。
対
象
物
の
特
徴
を
網
羅
的
に
描
出
す
る
賦
の
伝
統
に
則
り
、
蜀
地
に
ま
つ
わ
る
あ
ら
ゆ
る
風
物
を
分
類

し
分
析
的
に
叙
述
し
て
い
る
。
地
勢
を
描
く
際
、
四
方
そ
れ
ぞ
れ
に
書
き
分
け
て
い
る
が
、
そ
の
表
現
方
法
は
後
世
の
「
両
都
賦
」、「
二

京
賦
」、
そ
し
て
「
三
都
賦
」
と
い
っ
た
都
城
賦
に
も
通
じ
て
い
る
。

左
思
「
蜀
都
賦
」
於
西
則
右
挟
、
岷
山
、
涌
瀆
発
川
。
…
…
（
中
略
）
…
…
爾
乃
邑
居
隠
賑
、
夾
江
傍
山
。
棟
宇
相
望
、
桑
梓
接
連
。

家
有
塩
泉
之
井
、
戸
有
橘
柚
之
園
（
西
に
お
い
て
は
則
ち
右
の
か
た
岷
山
を
挟
み
、
瀆
を
涌
か
し
川
を
発
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
爾

し
て
乃
ち
邑
居
隠
賑
に
し
て
、
江
を
夾
み
を
山
傍
に
す
。
棟
宇
相
望
み
、
桑
梓
接
き
連
な
る
。
家
に
塩
泉
の
井
有
り
、
戸
に
橘
柚
の
園

有
り
）。

成
都
周
辺
の
人
里
に
は
塩
井
が
あ
り
、
橘
が
採
れ
た
と
左
思
は
述
べ
る
。
こ
こ
で
産
す
る
塩
と
橘
を
管
理
す
る
た
め
に
専
門
の
官
吏
が

置
か
れ
て
い
た
。
劉
逵
注
の
い
う
朐く

忍
、
魚
複
の
二
県
は
蜀
国
の
東
部
、
巴
東
郡
の
域
内
で
あ
る
。

劉
逵
注
地
理
志
曰
、
蜀
都
厳
道
、
巴
郡
朐
忍
魚
複
二
県
出
橘
、
有
橘
官
（
地
理
志
に
曰
く
、
蜀
都
厳
道
、
巴
郡
の
朐
忍
魚
複
の
二
県
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橘
を
出
だ
す
、
橘
官
有
り
と
）。

　

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
は
蜀
国
西
部
に
あ
る
村
落
の
情
景
を
描
写
し
て
い
る
が
、
李
善
注
の
指
摘
は
全
く
こ
れ
と
一
致
す
る
。
お
そ
ら
く
李

善
の
手
近
な
と
こ
ろ
で
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
が
閲
覧
可
能
で
あ
っ
た
と
推
断
も
で
き
よ
う
。
左
思
の
「
蜀
都
賦
」
本
文
は
蜀
国
の
右
辺
、
つ

ま
り
西
方
の
情
景
と
し
て
こ
の
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
内
容
と
重
複
す
る
。

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
西
有
塩
泉
鉄
冶
、
橘
林
銅
陵
（
西
に
塩
泉
鉄
冶
、
橘
林
銅
陵
有
り
）。

劉
逵
注
は
『
漢
書
』
地
理
志
の
記
述
を
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
傍
証
と
し
て
引
い
て
い
る
。
劉
逵
は
左
思
と
同
時
代
の
人
物
で
完
成
し
た

ば
か
り
の
「
三
都
賦
」
の
う
ち
「
蜀
都
賦
」
と
「
呉
都
賦
」
に
注
を
付
け
た
。
こ
の
『
漢
書
』
の
内
容
一
致
は
、
揚
雄
と
左
思
の
叙
述
が

事
実
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。

『
漢
書
』
地
理
志
巴
郡
、
秦
置
。
属
益
州
。
戸
十
五
万
八
千
六
百
四
十
三
、
口
七
十
万
八
千
一
百
四
十
八
。
県
十
一
…
…
（
中
略
）

…
…
朐
忍
、
容
毋
水
所
出
、
南[
入
江]
。
有
橘
官
、
塩
官
。
…
…
（
中
略
）
…
…
魚
復
、
江
関
、
都
尉
治
。
有
橘
官
（
巴
郡
は
秦
置
く
、

益
州
に
属
す
。
戸
数
は
十
五
万
八
千
六
百
四
十
三
、
人
口
は
七
十
万
八
千
百
四
十
八
人
、
県
は
十
一
…
…
（
中
略
）
…
…
朐
忍
県
、
容

毋
水
の
出
づ
る
所
、
南
の
か
た
〔
江
に
入
る
〕。
橘
官
、
塩
官
を
有
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
魚
復
県
、
江
関
は
都
尉
の
治
。
橘
官
有
り
）。

（
『
漢
書
』
巻
八
十
地
理
志
）

宕
渠
県
は
成
都
の
お
よ
そ
二
五
〇
キ
ロ
東
方
に
あ
り
、
銅
梁
山
は
県
の
南
方
九
里
の
場
所
に
位
置
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
、
劉
逵
注
と
李
善
注
に
よ
っ
て
、
史
書
と
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
重
複
が
指
摘
さ
れ
る
例
の
う
ち
、
特
徴
が
顕
著
な
も
の
を
こ

こ
に
二
件
挙
げ
た
。
一
方
で
注
釈
に
よ
る
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
と
史
書
と
の
指
摘
は
な
い
も
の
の
、
史
書
に
分
類
さ
れ
る
典
籍
の
記
述
と
揚

雄
「
蜀
都
賦
」
の
内
容
が
一
致
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。【
例
１
】
は
『
博
物
志
』、【
例
２
】
は
『
漢
書
』
地
理
志
に
よ
っ
て
揚
雄
「
蜀
都
賦
」

の
叙
述
内
容
に
も
裏
付
け
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
劉
逵
注
、
李
善
注
に
よ
る
地
方
志
と
の
一
致
に
関
す
る
指
摘
は
な
い
も
の
の
、

地
方
志
以
外
に
分
類
さ
れ
る
史
書
と
の
内
容
と
一
致
す
る
例
が
あ
る
。【
表
Ｂ
】
の
番
号
７
に
見
え
る
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
引
用
は
『
華

陽
国
志
』
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
の
分
類
中
『
華
陽
国
志
』
は
「
覇
史
」
に
入
る
も
の
の
、
蜀
地
の
歴
史
を
伝
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承
も
含
め
て
記
録
し
て
お
り
蜀
地
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
得
る
に
は
有
益
な
資
料
で
あ
る
。【
表
Ｂ
】
Ⅰ 

欄
７
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。

【
例
３
】
最
期
に
劉
逵
注
、
李
善
注
に
よ
る
指
摘
は
な
い
が
、
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
叙
述
が
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る

も
の
と
考
え
得
る
例
と
し
て
成
都
城
内
の
市
場
を
描
写
す
る
場
面
を
挙
げ
る
。
成
都
は
古
く
か
ら
絹
布
の
生
産
が
盛
ん
で
、
成
都
市
内
の

織
工
の
住
ま
い
が
集
ま
る
地
域
、
絹
布
の
売
買
さ
れ
る
状
況
を
詠
っ
た
部
分
で
あ
る
。

左
思
「
蜀
都
賦
」
闤
闠
之
裏
、
伎
巧
之
家
。
百
室
離
房
、
機
杼
相
和
。
貝
錦
斐
成
、
濯
色
江
波
。
黄
潤
比
筒
、
籝
金
所
過
。
闤
闠
の
裏
、

伎
巧
の
家
。
百
室
離
房
し
、
機
杼
相
和
す
。
貝
錦
斐
成
り
、
色
を
江
波
に
濯
ぐ
。
黄
潤
は
筒
を
比
し
、
籝
金
過
ぐ
る
所
。

　

成
都
は
こ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
絹
布
は
成
都
城
内
の
工
房
で
織
り
上
げ
ら
れ
、
成
都
を
差
し

挟
む
よ
う
に
し
て
流
れ
る
二
つ
の
江
水
で
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
成
都
の
市
場
に
並
べ
ら
れ
た
物
の
中
か
ら
と
り
わ
け
高
級
な
黄
潤
と
い

う
絹
布
の
名
と
価
を
左
思
は
示
し
て
い
る
。

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
其
布
則
細
都
弱
折
、
綿
繭
成
祍
。
阿
麗
繊
靡
、
避
晏
與
陰
。
蜘
蛛
作
絲
、
不
可
見
風
。
黄
潤
、
一
端
数
金
。
其
の
布

は
則
ち
細
都
、
弱
折
あ
り
、
綿
繭
祍
を
成
す
。
阿
麗
繊
靡
、
晏
と
陰
と
を
避
く
。
蜘
蛛
絲
を
作
り
、
風
に
見
る
べ
か
ら
ず
。
筩
中
の
黄

潤
、
一
端
数
金
な
り
。

　

揚
雄
は
絹
織
物
の
名
称
と
状
態
を
述
べ
上
げ
る
。
揚
雄
が
「
筩
中
黄
潤
、
一
端
数
金
」
と
す
れ
ば
左
思
は
「
黄
潤
比
較
筒
、
籝
金
所
過
」

と
し
、
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
叙
述
は
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
を
ト
レ
ー
ス
す
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
の
黄
潤
が
成
都
で
実
際
に
生
産

さ
れ
、
絹
布
の
中
で
も
黄
潤
は
と
り
わ
け
高
級
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
以
下
の
『
華
陽
国
志
』
の
一
節
か
ら
も
窺
え
る
。

『
華
陽
国
志
』
其
地
東
至
魚
復
西
至
僰
道
北
接
漢
中
南
極
黔
。
涪
土
植
五
穀
牲
具
六
畜
。
霊
亀
、
巨
犀
、
山
雞
、
白
雉
、
黄
潤
、
鮮
粉
、

皆
納
貢
之
。
其
の
地
東
は
魚
復
に
至
り
西
は
僰
道
に
至
り
北
は
漢
中
に
接
し
南
は
黔
を
極
む
。
涪
土
は
五
穀
を
植
え
、
牲
は
六
畜
を
具

う
。
巨
犀
、
山
雞
、
白
雉
、
黄
潤
、
鮮
粉
、
皆
之
を
納
貢
す
。（
『
華
陽
国
志
』
巻
一
）

特
産
の
絹
織
物
の
中
に
黄
潤
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
揚
雄
は
事
物
を
羅
列
す
る
筆
致
で
絹
布
の
名
を
述
べ
上
げ
て
い
る
。
こ
の



一
一

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
資
料
的
価
値
に
対
す
る
左
思
の
評
価

黄
潤
は
特
に
高
級
で
『
華
陽
国
志
』
に
よ
れ
ば
黄
潤
は
献
上
品
で
あ
っ
た
。

以
上
、
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
が
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
出
典
と
し
て
多
く
引
か
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
出
典
元
の
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
記
述

が
史
書
類
の
そ
れ
に
よ
っ
て
蜀
地
の
実
態
に
近
い
叙
述
で
あ
る
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
左
思
は
蜀
地
の
情
報
源
と
し
て
揚
雄
「
蜀
都
賦
」

を
信
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
と
史
書
と
の
重
複
を
見
る
と
左
思
は
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
に
対
し
、
史
書
、
特
に
地

方
志
的
な
資
料
価
値
を
認
め
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

結
語

賦
の
作
者
と
し
て
の
揚
雄
の
評
価
は
、
一
般
に
は
司
馬
相
如
の
賦
に
範
を
と
る
麗
辞
を
多
用
す
る
漢
賦
の
代
表
的
作
者
と
し
て
の
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
経
歴
を
追
っ
て
い
さ
さ
か
細
か
に
見
る
な
ら
ば
、
出
仕
前
の
作
と
目
さ
れ
る
「
蜀
都
賦
」
と
、
出
仕
後
の
四

篇
と
で
は
、
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
左
思
は
そ
の
こ
と
を
的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
自
ら
の
「
蜀
都
賦
」
制
作
に
際
し
て
、

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
表
現
を
参
照
・
踏
襲
し
た
。

　

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
引
用
の
内
容
と
史
書
か
ら
の
引
用
が
重
複
す
る
件
数
は
五
件
で
あ
る
。
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
引
用
と
重
複
す
る
史
書

は
『
漢
書
』、『
博
物
志
』、『
華
陽
国
志
』
で
、『
漢
書
』
は
正
史
と
し
て
西
晋
時
代
す
で
に
価
値
を
獲
得
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、『
博
物
志
』

は
碩
学
、
張
華
の
著
で
西
晋
時
代
と
し
て
は
最
新
の
学
術
的
知
識
の
集
積
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
と
叙
述
の
共
通
点
が
見

ら
れ
る
『
華
陽
国
志
』
は
東
晋
の
永
和
十
一
年
（
三
五
五
）、
常
拠
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
左
思
と
相
前
後
す
る
新

し
い
知
識
・
情
報
を
収
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
お
か
つ
蜀
地
の
記
録
と
し
て
は
信
頼
度
の
高
い
資
料
で
あ
っ
た

）
11
（

。
左
思

は
「
蜀
都
賦
」
創
作
に
際
し
文
献
資
料
の
示
す
情
報
に
忠
実
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
資
料
の
性
質
を
か
な
り
検
討
し
、
精
度
の
高
い

情
報
を
選
択
し
て
い
た
。
そ
し
て
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
は
左
思
に
と
っ
て
蜀
地
の
地
理
、
風
俗
、
事
物
を
網
羅
的
に
叙
述
す
る
言
わ
ば
地
方

志
的
価
値
を
持
っ
た
資
料
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
揚
雄
「
蜀
都
賦
」
に
対
す
る
参
照
・
踏
襲
は
左
思
が
「
三
都
賦
」
序
に
て
宣
言
し
た
創
作

理
念
遂
行
の
証
で
あ
ろ
う
。
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地
方
志
的
性
格
を
持
っ
た
資
料
を
特
に
重
ん
じ
、
そ
の
内
容
を
積
極
的
に
作
品
の
叙
述
へ
と
反
映
さ
せ
る
創
作
態
度
は
「
呉
都
賦
」
で

も
継
続
さ
れ
た

）
12
（

。
し
か
し
実
地
の
状
況
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
叙
述
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
「
三
都
賦
」
三
篇
全
て
の
主
題
に
は

な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
蜀
都
賦
」、「
呉
都
賦
」
二
篇
と
は
逆
に
、「
魏
都
賦
」
に
お
け
る
揚
雄
の
賦
作
か
ら
の
引
用
は
「
甘
泉
賦
」

が
最
多
で
あ
る
（
前
掲
【
表
Ａ
】
）。
こ
れ
は
「
三
都
賦
」
の
う
ち
「
魏
都
賦
」
だ
け
は
宮
廷
文
人
た
る
揚
雄
と
共
通
す
る
作
品
創
作
動

機
、
つ
ま
り
西
晋
の
武
帝
（
司
馬
炎
）
を
中
心
と
す
る
政
権
へ
の
頌
揚
か
諷
諫
と
い
っ
た
意
識
の
介
在
を
示
唆
し
て
い
る
。「
魏
都
賦
」
の
、

と
い
う
よ
り
、「
三
都
賦
」
全
体
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
置
か
れ
る
魏
国
先
生
の
発
言
は
「
日
不
双
麗
、
世
不
両
帝
。
天
経
地
緯
理
有
大
帰
。

安
得
斉
給
守
其
小
弁
也
哉
（
日
は
双
つ
な
が
ら
麗
か
ず
、
世
は
両
帝
あ
ら
ず
、
天
経
地
緯
、
理
に
大
帰
有
り
。
安
く
ん
ぞ
斉
給
に
し
て
其

の
小
弁
を
守
る
を
得
ん
や
）。」
と
、
曹
魏
に
代
わ
る
西
晋
王
朝
開
国
の
予
言
で
終
わ
っ
て
い
る
。
左
思
は
宮
中
で
優
れ
た
文
才
に
よ
り
貴

嬪
の
位
を
賜
っ
た
左
棻
の
兄
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
外
戚
の
一
員
で
も
あ
る
。
先
の
一
節
に
よ
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
る
「
三
都
賦
」
は
最
終

的
に
は
西
晋
王
朝
の
賛
歌
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
「
蜀
都
賦
」
と
「
呉
都
賦
」
は
文
献
に
よ
る
検
証
を
経
た
叙
述
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

新
た
な
長
篇
賦
の
叙
述
を
試
行
す
る
左
思
の
挑
戦
に
あ
る
。
お
り
し
も
そ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
い
た
博
物
学
的
知
識
の
集
積
の
成
果
が
文

献
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
左
思
は
虚
飾
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
皇
帝
権
力
の
神
聖
化
で
は
な
く
、
当
時
と
し
て
は
科
学
的
な
根
拠
が

担
保
さ
れ
た
叙
述
を
新
た
な
長
篇
賦
の
価
値
と
し
て
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
魏
国
の
優
位
性
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
対
話
形
式
を
と
る
賦
作
の
場
合
、
先
の
話
者
を
後
続
の
話
者
が
言
い
負
か

す
展
開
に
な
る
。「
三
都
賦
」
で
も
三
篇
の
最
終
章
で
あ
る
魏
都
が
最
高
位
と
さ
れ
て
い
る
。
蜀
、
呉
地
域
の
美
点
を
顕
示
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
一
層
魏
国
の
そ
れ
を
強
調
で
き
る
。
そ
の
過
程
で
内
容
の
真
実
味
を
損
な
う
虚
飾
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
を
叙

述
し
読
者
を
魅
了
し
た
上
で
、
必
然
と
し
て
蜀
と
呉
を
超
越
す
る
形
で
魏
国
の
特
性
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。



一
三

揚
雄
「
蜀
都
賦
」
の
資
料
的
価
値
に
対
す
る
左
思
の
評
価

注
（
１
） 　
『
晋
書
』
巻
九
十
六
左
思
伝
、
お
よ
び
『
世
説
新
語
』
文
学
篇
68
で
は
左
思
の
字
は
太
沖
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
三
〇
年
河
南
省
に

て
出
土
し
た
左
棻
墓
誌
は
左
思
の
字
を
泰
沖
と
す
る
。
本
稿
は
左
棻
墓
誌
に
従
う
。

（
２
） 　

左
思
は
地
勢
、
事
物
の
叙
述
に
際
し
図
籍
、
地
方
志
に
あ
た
り
風
俗
、
人
物
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
も
の
を
取
っ
た
と
す
る
。「
余
既
思
摸

二
京
而
賦
三
都
、
其
山
川
城
邑
則
稽
之
地
図
、
其
鳥
獣
草
木
則
験
之
方
志
。
風
謡
歌
舞
、
各
附
其
俗
。
魁
梧
長
者
、
莫
非
其
旧
（
余
既
に
二

京
に
摸
い
て
三
都
を
賦
せ
ん
こ
と
を
思
う
、
其
の
山
川
城
邑
は
則
ち
之
を
地
図
に
稽
え
、
其
の
鳥
獣
草
木
は
則
ち
之
を
方
志
に
験
す
。
風
謡

歌
舞
は
、
各
お
の
其
の
俗
に
附
く
。
魁
梧
長
者
は
、
其
の
旧
に
非
ざ
る
莫
し
）。」（『
文
選
』
巻
四
「
三
都
賦
」
序
）
参
照
。

（
３
） 　

狩
野
直
禎「『
三
都
賦
』札
記
」（『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』聖
心
女
子
大
学
第
三
十
四
輯
一
九
六
九
年
十
二
月
。
お
よ
び「『
三
都
賦
』札
記（
続
）」

『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
聖
心
女
子
大
学
第
三
十
六
輯
一
九
七
〇
年
十
二
月
）
参
照
。

（
４
） 　

呉
明
賢
「
揚
雄
、
左
思
『
蜀
都
賦
』
比
較
」(

『
中
国
楚
辞
学
』
第
二
十
輯
二
〇
〇
七
年
九
月
」）
参
照
。

（
５
） 　

前
掲
注
（
２
）
参
照
。

（
６
） 　

前
掲
注
（
６
）
参
照
。「
其
三
月
、
将
祭
后
土
、
上
乃
帥
群
臣
横
大
河
、
湊
汾
陰
。
…
…
上
河
東
賦
以
勧
、
…
…
（
後
略
）（
其
の
三
月
、

将
に
后
土
を
祭
ら
ん
と
し
、
上
乃
ち
群
臣
を
帥
い
て
大
河
を
横
り
、
汾
陰
に
湊
く
。
…
…
河
東
賦
を
上
り
以
て
勧
す
…
…
）。」

（
７
） 　

厳
可
均
『
全
漢
文
』
巻
五
十
二
「
答
劉
歆
書
」
参
照
。

（
８
） 　

陸
侃
如
『
中
古
文
学
繫
年
』（
人
民
文
学
出
版
社
一
九
八
五
年
六
月
第
八
頁
）
参
照
。

（
９
） 　

郭
維
森
、
許
結
『
中
国
辞
賦
発
展
史
』（
江
蘇
教
育
出
版
社
一
九
九
六
年
八
月
第
三
節
模
擬
賦
風
及
其
演
化
第
一
五
一
頁
）
参
照
。

（
10
） 　

劉
逵
注
は
左
思
と
同
時
代
の
劉
逵
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
注
で
あ
る
（『
晋
書
』
巻
九
十
六
左
思
伝
）。
李
善
注
は
六
朝
期
の
学
術
的
成

果
を
反
映
さ
せ
た
注
釈
で
あ
り
、
西
晋
当
時
に
文
献
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
情
報
も
含
め
た
も
の
と
し
、
本
研
究
で
は
検
討
の
傍
証
と
し

た
。
な
お
、
劉
逵
注
お
よ
び
李
善
注
の
出
典
参
照
は
小
尾
郊
一
、
衣
川
賢
次
、
富
永
一
登
『
文
選
李
善
注
引
書
攷
証
』（
上
巻
研
究
文
出
版
社

一
九
九
〇
年
二
月
）
に
よ
っ
た
。
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（
11
） 　

 

『
華
陽
国
志
』
は
『
三
国
志
』
蜀
書
の
裴
松
之
注
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
清
の
洪
亮
吉
（
一
七
四
六
〜
一
八
〇
九
、
字
は
君

直
も
し
く
は
稚
存
）
は
『
華
陽
国
志
』
を
『
越
絶
書
』
と
並
ん
で
現
存
す
る
最
古
の
地
方
志
と
し
て
い
る
。

（
12
） 　

拙
稿
「『
三
都
賦
』
に
お
け
る
『
実
証
』―

引
用
資
料
の
傾
向
に
つ
い
て―

」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
六
朝
学
術
学
会
第
七
集
二
〇
〇
六
年

三
月
）
参
照
。




